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研究成果の概要（和文）：　冷戦の崩壊とグローバリズムによって特徴づけられるここ四半世紀、新興国の台頭と従来
の先進国の国力低下があらわとなった。のみならず、台頭した国々は、既に普遍・所与のものと思われた近代国際法に
基づく秩序に対し、必ずしも積極的な態度をとらないという現実がある。現代世界はまさに、多元化・多極化の中で様
々な秩序観・規範意識が交錯した状態であり、とりわけ東アジア地域はその現実が顕在化している。本研究はこのよう
な問題意識のもと、比較政治・法制史的方法から歴史と現在を通観して、東アジアという地域における秩序の特徴とそ
の近代史における曲折の実像を明らかにし、世界史の再構築と共存に向けた知見を示した。

研究成果の概要（英文）：　This quarter of a century is characterized by the collapse of the Cold War and 
Globalism, then the power balance between the developed countries and the newly rising countries has 
changed greatly. At the same time, these rising countries have their own concepts of regional or global 
order, do not eager to accept the reality of modern international law and the international order that is 
based on Western history and diplomacy. The present world is just in the situation of multipolar or 
diversity, various image of order and norm are complicated, especially in East Asia. This research stand 
on such concept, using the method of comparative politics and the history of international law, revealed 
the character of the order in East Asia and its historical transition, then showed the concepts for 
re-imaging of global history and co-existence of civilizations.

研究分野：アジア政治外交史
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の問題意識を簡明に要約するとす
れば、21世紀の多極化世界における西洋近代
的秩序認識の行方を、東アジアの視点・状況
を中心に、比較の視座から考える、というこ
とである。 
 冷戦の崩壊やグローバリズムの席巻によ
り、新興国の台頭と従来の先進国の国力低下
があらわとなった中、これまで世界を大まか
な部分で規定してきた西洋近代的な秩序の
あり方は果たして変容するのか。あるいは新
興国の台頭や多極化の趨勢とは別に、西洋近
代的な秩序は地域それぞれの歴史・社会・文
化と反応してそれなりに影響力を持続させ
るのか。さらに、そのような変容と持続、あ
るいは歴史的連続と非連続は、歴史を認識す
る枠組みそのものの改変を迫るかも知れな
い、といった状況が顕在化しつつあった。 
 そこでとりわけ大きな論点として浮上した
のが、既存の近代国際法秩序の持続可能性で
ある。近現代の国際関係に関与する各国は、
一見すると国際法に基づく外交関係を採り入
れているにもかかわらず、実際にはその結果
生まれた関係そのものに対して違和感や反発
を感じていることが少なくない。 
 とはいえ、安易に近代国際法の拡大に至る
歴史と、その結果各国内に生じた諸々の矛盾
を批判し、打破すれば良いのかといえば、決
してそうではなかろう。国際法に則った外交
と内政を各国それぞれが実践することによっ
て、当初は西洋で発生した近代国際法秩序は
国際公共財となったからである。 
 それにもかかわらず、歴史・世界像そのも
のは、現実の実務とは離れて、国ごとに異な
る文脈のもとで解釈される。その結果、現実
にはそれなりに機能している関係を悪化させ
る原因になるし、あるいは既存の近代国際法
や多国間協力の秩序にくさびを打ち込んで、
「より長い伝統を踏まえた、真に理想的な」
秩序を造ろうとする動きが起こる。例えば中
国の急速な台頭、あるいは米国の相対的な退
潮といった流れの中で、このような歴史的感
情を踏まえ、近代国際法秩序とは異なる文脈
の秩序形成を試みる動きが顕在化している。 
 そこで当研究は、このような現実をより客
観的・整合的にとらえるにはどうすれば良い
のかという問題意識から出発し、とりわけ東
アジアの海域を取りまく国際関係を主な対
象として、世界の様々な文化圏の事例をも比
較の視座に置くことにより、近代国際関係・
国際法秩序と伝統的な自意識・地域秩序の摩
擦の発生原因と緩和策を探るべく、研究体制
を整えることにした。 
 
２．研究の目的 
 既に前節で述べた問題意識を、さらに研究
テーマに即したかたちで詳述したい。 
 西洋諸国が富を求めてアジアに進出し、や
がて実力を以て植民地化を断行し、あるいは
対等な国家間関係の設定を行ったほか、例え

ば日本に代表されるような一部の国は、生き
残りをかけていち早く非西洋国家でありな
がら近代主権国家システムを採りいれた。そ
の結果、19世紀には西洋近代的な国家主権の
概念が広くアジア諸地域を覆い尽くした。同
時に、従来の自己完結的な地域システムは激
しく揺さぶられ、解体または大きな変容を迫
られることになった。 
 今日東アジアと呼ばれる地域において、か
つて伝統的に作用していた地域システムは、
研究史上総じて「中華世界システム」と呼ば
れる。その基本的な特徴は、東アジア大陸部
＝すなわち今日の中国の漢人地域における
豊富な物産に支えられて成立した専制権力
が皇帝を名乗り、自ら直接支配する王朝の範
囲のみならず、周辺諸国・地域、さらには潜
在的に全ての人類を含めて「天下」を設定し、
その「天下」全体に対して自らの文化的優越
を主張するとともに安定をもたらそうとす
る点にある。 
 もちろん、中国文明を中心とした「天下」
のシステムを単純に措定することへの批判
は、内陸アジア史の立場を中心に根強い。何
故なら、北京と内陸アジア諸集団との関係に
おいては、「天下」のシステムではなく個別
の宗教・文化的文脈（チベット仏教やイスラ
ーム）が作用していたからである。 
 とはいえ、突き詰めて考えると、内陸アジ
アの騎馬民族それぞれの立場と、中華世界の
皇帝あるいは「天下」の論理は必ずしも衝突
するものではないという現象も見逃すこと
は出来ない。双方が独自に解釈する余地を残
していたためである。 
 しかし 19世紀後半以後、かつての「天下」
の中心たる中国王朝をも呑み込むかたちで
近代国家主権・近代国際関係が普及した結果、
相互に全く別の思惑や秩序意識を持ってい
た主体どうしの、良く言えば緩やかで、悪く
言えば曖昧な共存は困難になったと考えら
れる。何故なら、近代国家主権の論理におい
ては国境線と国民の範囲が明確に区切られ、
その範囲に排他的かつ特定のイデオロギー
で武装した国家主権が貫徹するからである。 
 以上のように、従来の研究では、既存の地
域的伝統秩序と近代国家主権・近代国際関係
との軋轢については深められ、しばしば「そ
れは西洋近代によって変容させられたもの
だ」という議論がなされてきた。しかし一方
で、他でもなく非西洋諸国が西洋近代的な国
家主権・国際関係を導入し、それに積極的に
適応してきたこと自体の重みも無視できな
いだろう。だからこそ、非西洋諸国が近代国
家主権をあたかも崇拝するかの如く死守す
るという傾向も存在する。中国が「核心利益」
と称して、国家主権の範囲と見定めた土地を
防衛・回復しようとし、その土地への外国の
関与や関心を排除しようとするのは、その典
型的なあらわれである。 
 そこで今強く問われるべきは、 
(1) 西洋中心的な主権国家システムとそれ



を踏まえた世界像は、どの程度、どのよ
うに非西洋諸国、たとえば中国に受容さ
れているのか。あるいは西洋/非西洋と
いう二分法を措定することは最早あま
り意味がないほどに「普遍」化、あるい
は深く共有されているのか。 

(2) そして、このような受容は今後も強固に
存続するのか。変わるとすればどのよう
な部分がどう変わって行くのか。それは
果たして「伝統の復活」なのか、それと
もナショナリズムの語りを通じて「発
見・想像された伝統」と反応した全く異
なる次元への変化なのか。 

……という問題であろう。そこで本研究は、
このような問いを現在、そして歴史世界へと
遡ることによって、東アジア国際関係の過
去・現在・未来を貫く視座を提示することを
目指すのみならず、西洋・非西洋諸地域を問
わず共通に存在する《主権・伝統・変容》の
関係を考える上での比較の視座を提供しよ
うとしてきた。 
 
３．研究の方法 
 西洋近代に由来する規範・秩序の東アジア
等非西欧への伝播と現地での消化、そして体
制の論理や一般民衆の意識レベルにおける
定着（及び反発）というテーマは、それ自体
が思想課題として魅力的なものであり、政治
外交史はもちろんのこと思想史的・法制史
的・文化史的テーマが複合した総合文明史論
としての深みを備えている。しかし、それは
同時にややもすると総花的で散漫なものに
なってしまう可能性も否定できない。いっぽ
う、極めて大きな問題を扱い問いかけるとし
ても、ケーススタディは自ずとひとつの国・
地域を中心としたものとなりやすく、他地域
の研究にも広く開かれた比較の可能性を意
識しなければならないだろう。 
 そこで研究代表者（平野）は、研究分担者
（大沼）との意見交換を踏まえて、 
 Buzan and Little, International Systems in 
World History (OUP, 2000)  
 Michael Geyer, Charles Bright, “World 
History in a Global Age”  
 American Historical Review, Volume 100, 
Issue. 4 (Oct., 1995), pp.1034-1060 
 といった研究に見られる方法を、同様の関
心を持つ他の東アジア地域研究者と関連領
域研究者とともに研究会を催して検討し、か
つ諸地域をめぐる研究動向や問題意識につ
いて討論し合うことを通じて、問題意識や論
じ方について洗練を図って行くことにした。
とりわけ、前近代における文明・宗教面での
一大中心地にして、現代の国際政治において
も急速に存在感を高めているもう一つの国
家であるインドの視点を加えることによっ
て、東アジアの国際関係ならびに西洋近代と
の関係が世界史的に見てもどのような特質
や問題点を持っているのかを探ることにし
た。 

 平成 25 年度以降は、上記の目的意識に即
した研究会を定期的に催すのみならず、具体
的に資料を渉猟し研究成果を論文（単著）と
して世に問う作業を進めて行くことにした。
また研究代表者（平野）、研究分担者（大沼）
はともに新聞・雑誌・Web記事を通じて知見
を少しずつ社会に還元する機会がしばしば
あることから、その機会において多くの人が
「世界の中の東アジア」とその近代史、そし
て諸文明・文化の交錯についてより理解を深
めることが出来るよう努めた。 
 
４．研究成果 
 当研究が発足した当初から強い問題意識と
して抱いていた、伝統的な文明によって異な
る国際秩序像の重層・共存・摩擦という問題
は、研究がスタートした平成24年度以後過熱
し、広い国際的注目と懸念を呼ぶことになっ
た。海域をめぐる紛争に対する中国の立場は、
尖閣問題にせよ、ベトナムやフィリピンとの
島嶼をめぐる争いにせよ、単に島嶼の所属を
争うものであるだけでなく、そもそも近代国
際関係の歴史や現実の国際秩序そのものへの
不満に基づいていることが、彼らの言論と行
動から明らかになったためである。また類似
の問題が、ウクライナをめぐるロシアと欧米
の軋轢として現れているし、ISIS（イラクと
シャームのイスラーム国）のカリフ制宣言に
よるシャリーア的秩序の構築とそれにともな
う悲劇の数々も、近代国際秩序と伝統思想の
はざまで流動化が加速していることを象徴し
ている。さらに、よりミクロなレベルに着目
すると、一見すると順調な経済発展の軌道に
乗っているような国々、たとえばアジア諸地
域において、一方では積年の民族問題が緩和
されることでさらなる発展の展望が開けてい
るかのように見えながら、その内部では伝統
や宗教を踏まえた過激な思想・価値観が生じ、
一定のライン（領域的ではなく価値の面で）
を引いた外側の他者を排除する動きも顕在化
している。研究分担者である中溝和弥氏が専
門として扱っているインドのコミュナルな問
題（とりわけムスリムに対する排除）は、国
家形成・発展の名のもとで線引きが行われて
来た歴史の負の遺産とも呼ぶべきものであろ
う。 
 そこで研究代表者及び分担者は、非西洋、
さらには欧州の中でも「周辺」的位置にあっ
た中欧以東のスラブ世界の動向にも注意しな
がら、伝統秩序と近代秩序の反応のあり方に
関する精緻な比較研究の必要性を痛感し、視
角の共有ならびに研究の深化を図ってきた。 
 初年度である平成24年度は、研究方法につ
いて述べた前項の通り、アジアのみならず世
界各地における同様の歴史的問題に対して深
い関心を寄せる研究者に広く呼びかけ、《地
域》とその歴史・近代文明との関係を如何に
概念化し記述するのかという根源的な問題に
ついて、共通テキストを踏み台として討論を
重ねるという形式で、研究会を2回開催した 



(2012年9月10日、於東京大学。共通テキスト
は羽田正『新しい世界史へ―地球市民のため
の構想』。及び、2013年4月6日、於明治大学。
共通テキストとして、大沼保昭『A 
Transcivilizational Perspective on 
International Law』。なお、後者が2013年度
にずれ込んだのは、春期休暇中の参加者の日
程調整が難しかったためである)。 
 上記研究会での問題提起・討論を通じて浮
き彫りになったのは、そもそも近代国際関
係・国際法秩序・歴史記述の都合上作り出さ
れた近代国家、それらの集合体としての「地
域」、議論の前提としての歴史的「秩序」と
いったものが権力や学問の作為として描か
れ、現実の多様極まりない諸相を反映してい
ないという問題である。ところが一方で、描
かれて「発見」された側の「地域」「秩序」
の側が、強者への対抗手段として近代国家と
「地域」を実体化させようと欲する動きが不
断に発生し内面化されるという問題も指摘
された。こうして、歴史記述上の作為と実体
の境界線が極めて曖昧であるという知的難
問を自覚しながら、平成 25 年度さらなる研
究を進めるという方向性が共有された。   
 そして上記の成果を踏まえ、さらに幅広い
地域の研究者に研究視角の呼びかけを行っ
た結果、平成 24 末からは新たな基盤（A）研
究「多極化する世界への文際的歴史像の探
求」（代表・大沼保昭）をスタートさせるに
至り、年に 3回程度の研究集会を中心として
活発な意見交換と研究成果の蓄積が進んで
いるとことである。当基盤（C）研究の研究
代表者及び分担者はすべて、この基盤（A）
研究にも申請時点から積極的に関与してい
るため、平成 25 年度以後の当研究は大型科
研のサブ研究としての意味合いを持ちつつ
持続することになった。 
 そこで研究代表者（平野）は、当基盤（C）
研究で得られた認識方法・知見を活かして、
東アジアの外交・歴史問題の背後にある中国
近現代史と西洋・日本との複雑な関係につい
て、社会一般に対して明快に示す単著『「反日」
中国の文明史』を出版した。本書はそれなり
に注目を集めて版を重ね、関連してメディア
に出演したり政治・経済系の雑誌で紹介され
るなど、社会一般への還元という点でそれな
りの成果を挙げることが出来たと考える。し
かし、当研究及びテーマそのものが専門外か
らみて難解であることも否定出来ず、とは言
ってもこの種の問題を社会一般で広く共有す
ることが重要であることには変わりはないこ
とから、具体的な論じ方という点において新
たな課題を痛感しているところである。今後
さらに追加で、文明・秩序重層的な視点から、
中国の少数民族問題・辺境問題を論じる単著
を準備・執筆して行きたいと考えているが、
時間に制約されて作業が思うように進捗しな
い点は自己批判せざるを得ない。 
 また、研究分担者のうち茂木教授は、研究
代表者と共通の関心に基づき、中国中心の伝

統秩序の変容に関して詳細な論考を重ねたほ
か、新田教授は中国中心の秩序が解体された
あとの朝鮮半島を取りまく政治外交史を新た
に発見された史料から照射し直す作業を進め
てきた。また中溝准教授は専門のインド社会
と中国・東アジア社会との構造の違いに注目
しつつ、インド政治社会史に関する豊富な成
果を挙げることができた。豊富な学会報告や
概説の執筆を通じて、インドに対して高まり
つつある社会的関心の大きな部分に応えてい
るといえよう。 
 これに対し、大沼・渡辺両教授は、健康面
や公務の多忙などにより、研究成果は微少に
とどまったが、当研究をめぐる極めて強い問
題意識は持続している。 
 総じて 3 年間にわたる本研究は、研究代
表・分担者の間の強い問題意識共有を軸に、
さらなる大型科研へと発展させ、その成果の
一部を社会へ還元することが出来たという
点で成果があったものの、時間などの制約に
よって成果の発表を尽くすことが出来てい
ないのは遺憾であった。引き続き、変動著し
い国際秩序と各国それぞれの問題の関係を
どのように論じれば良いのかという、言わば
方法論上のひな形を提供するため、思考を積
み重ねて行くことを課題としたい。 
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